
 
 

 

 

 

 

 

 
闘病記の社会的役割 

―「病者」「健常者」2 つの視点から― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

要旨 

 本論では、「病者」と「健常者」という 2 つの立場の人々がが闘病記に対して何を求め

ているのかという点を明らかにすることで、闘病記がどのような社会的役割を果たしてい

るのかを解明することを目的とした。 

 まず、第 1 章では闘病記とは何かを説明している。論じるにあたって前提となる「闘病

記の定義」や実際に闘病記出版の実態把握を行い、闘病記の実態として出版点数の増加傾

向が読み取れた。それを踏まえ、先行研究をもとにして年代ごとの闘病記の特徴を示して

いる。 

 第 2 章では、第 1 章で述べた各時代の闘病記の特徴から、闘病記の形態が変化してきた

ということと、考えられる変化の要因について説明した。ここでは、出版事情の変化・執

筆機会の増加と手段の平易化、最後に日本の死因構造を要因として挙げている。 

 次に第 3 章においては、これまでに述べてきた闘病記の実態から「闘病記出版の増加＝」

＝闘病記が社会に求められている」ということだと考え、読者の「病者―健常者」という

2 つの視点と著者との関係性を軸に検証を行った。闘病記を 4 冊分析の対象とし、それぞ

れについてインターネット上に投稿されているブックレビューの傾向をまとめた。 

 第 4 章で、前章で得られた結果から、読者の性質を「参考型」「自己再認識型」「自己投

影型」「共鳴型」という 4 つに分類し、それぞれがどんな性質を有しているのかについて

細かい分析を加えた。その結果「病者」と「健常者」が闘病記に対して求めているものが

明らかになった。 

 第 5 章では、考察としてこれまでに得られた知見から、「自己再認識型」では「健常者

―病者」間の距離を広める可能性を持っていたり、病気についての社会的イメージを再生

産しかねない危うさをはらんでいることを指摘した。その上で、闘病記の社会的役割につ

いて筆者の見解を結論として提示した。加えて、新たに「患者に対するイメージ」の誕生

を示唆し、今後の展望について述べている。 
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